野 尻 精一 氏 は奈良 女子高 等 師範の 校長で ある。 東京 

にゐる 頃に はさう も 思はなかった が、 住む でみ ると 奈 

けいしょく けいしょく きま 

良 は 景色が よく、 景色が よくない ところに は定 つて 

古蹟が あって、 遊ぶ に は 恰好な 土地 だな と 野 尻 氏 は 思 

つた。 それにつ けて、 かう いふ 結構な 土地に 来て、 鹿 

し ぼ 

の やうに 柔和で、 鹿の やうに 尻つ 尾の 短い 女学生 を預 

つ てゐる 自分の 身の 幸福 さ を 思 ふらしかった。 

ばんめし 

野 尻 氏 は晚餐 がすむ と、 毎晩の やうに 奈良 公園へ 散 

歩に 出た。 ある 晚の 事、 いつもの やうに 女子 教育の 事 

を考 へながら (ニイ チェだった か、 女 をし つける に は 

鞭 を 忘れるな と 言った が、 野 尻 氏 は 鞭ら しい もの を 持 



つて ゐ なかった。 多分 忘れて ゐ たのに 相違ない) 公園 

くろ 

のなか を ぶらぶらして ゐた。 すると、 いつの 間に か 黛 

ずんだ 春 日の 杜に のつ そりと 大きな 月が あがって ゐ た。 

「や、 月が 出て ゐる。 ちゃう ど 十五夜 だな ご 

と、 立ちと まって 珈琲 皿の やうに まん 円く、 おまけ 

に 珈琲 皿の やうに 冷たい お 月 様 を 見て ゐる うち、 野 尻 

氏 は 何だか 歌よ みら しい 気になった。 

野 尻 氏 は チウ イング • ガム を嚙 むだ 折の やうに、 口 

のなかから 変な 三十 一 文字 を 吐き出した。 

あま 

「天の ® ふり さけ 見れば 
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